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名名駅駅ちちょょいい乗乗りりババスス運運行行実実験験  
～名古屋駅前エリアのさらなる魅力向上への試走～ 
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バス停ごとの利用状況（３日間計） 

全
国
の
都
心
で
広
が
る
地
域
主
導
の
バ
ス
運
行 

近
年
、
都
心
部
で
は
、
地
域
の
企
業
等
が
経

費
負
担
し
な
が
ら
、
地
域
主
導
で
運
行
す
る
無

料
の
循
環
バ
ス
運
行
の
動
き
が
見
ら
れ
る
。
地

域
主
導
の
バ
ス
と
い
う
と
、
一
般
的
に
地
方
部

で
民
間
で
は
採
算
が
取
れ
ず
撤
退
し
た
地
域
や

も
と
も
と
路
線
バ
ス
が
な
い
公
共
交
通
空
白
・

不
便
地
域
に
お
け
る
も
の
が
多
か
っ
た
。
都
心

部
で
の
動
き
の
背
景
に
は
、
公
共
交
通
の
充
実

に
よ
る
歩
行
者
重
視
の
交
通
環
境
の
向
上
や
、

エ
リ
ア
内
の
主
要
施
設
を
周
回
す
る
こ
と
に
よ

る
散
策
面
、
観
光
面
で
の
魅
力
の
向
上
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
や
居

住
者
の
足
と
し
て
の
効
果
も
あ
る
。
代
表
的
な

運
行
事
例
と
し
て
は
、
東
京
の
「
丸
の
内
シ
ャ

ト
ル
」
、
「
日
本
橋
メ
ト
ロ
リ
ン
ク
」
な
ど
で
あ

る
。
運
行
経
費
を
沿
線
企
業
の
協
賛
金
や
広
告

収
入
で
ま
か
な
い
、
無
料
化
を
実
現
し
て
い
る
。

最
近
の
実
験
例
で
は
、
金
沢
の
「
ま
ち
バ
ス
」
、

神
戸
の
「
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
ち
ょ
い
の
り
バ
ス
」

な
ど
が
あ
る
。 

 名
駅
ち
ょ
い
乗
り
バ
ス
ま
で
の
経
緯 

名
古
屋
市
で
の
経
緯
と
し
て
は
、
二
〇
〇
四

年
に
提
言
さ
れ
た
「
な
ご
や
交
通
戦
略
」
の
中

で
、
駅
周
辺
な
ど
の
比
較
的
近
距
離
を
結
ぶ
手

軽
な
移
動
手
段
と
し
て
「
ち
ょ
い
乗
り
シ
ス
テ

ム
」
が
あ
げ
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
名
古
屋
市
が

二
〇
〇
六
年
「
ま
ち
な
か
ち
ょ
い
乗
り
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
。
栄
・
大
須
を
周
回
す
る

無
料
バ
ス
の
運
行
実
験
を
行
っ
て
い
る
。
同
時

に
名
古
屋
駅
前
地
区
で
の
循
環
バ
ス
運
行
の
検

討
も
行
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
流
れ
の
中
、
今
年

度
は
、
名
古
屋
都
市
再
開
発
研
究
会
（
事
務
局
・

名
古
屋
商
工
会
議
所
）
が
主
体
と
な
っ
て
、「
全

国
都
市
再
生
モ
デ
ル
調
査
」
に
提
案
し
、
選
定

さ
れ
た
こ
と
が
、
こ
の
運
行
実
験
に
つ
な
が
っ

た
。
（
弊
社
は
そ
の
企
画
・
実
施
に
当
た
っ
て
事

務
局
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
） 

 な
ぜ
、
名
古
屋
駅
前
で
ち
ょ
い
乗
り
バ
ス
か
？ 

そ
も
そ
も
名
古
屋
駅
前
に
近
距
離
を
結
ぶ
循

環
バ
ス
が
い
る
の
か
？
地
下
鉄
も
あ
り
、
路
線

バ
ス
も
充
実
し
て
い
る
。
し
か
し
、
駅
周
辺
の

施
設
を
い
ろ
い
ろ
回
ろ
う
と
思
う
と
、
特
に
南

北
方
向
に
は
都
合
の
良
い
移
動
手
段
は
な
い
。

歩
い
て
も
、
距
離
は
意
外
に
あ
り
、
歩
く
か
ど

う
か
躊
躇
し
て
し
ま
う
。
ま
た
歩
道
上
を
見
て

も
、
狭
い
と
こ
ろ
で
も
駐
輪
が
多
か
っ
た
り
と
、

歩
行
環
境
と
し
て
も
決
し
て
よ
い
と
は
い
え
な

い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
駅
周
辺
の
ち
ょ
っ

と
し
た
移
動
の
際
に
、
気
軽
に
乗
れ
る
手
軽
な

移
動
手
段
が
あ
れ
ば
、
再
開
発
で
目
覚
し
い
活

気
を
呈
し
、
人
の
流
れ
も
大
き
く
変
貌
し
つ
つ

あ
る
名
古
屋
駅
前
地
区
の
回
遊
性
は
さ
ら
に
向

上
し
、
散
策
し
や
す
い
エ
リ
ア
と
し
て
そ
の
魅

力
は
向
上
す
る
だ
ろ
う
。
今
回
の
目
的
は
、
そ

の
効
果
を
把
握
し
、
将
来
的
な
本
格
運
行
実
現

の
可
能
性
を
探
る
こ
と
に
あ
る
。 

運
行
の
概
要 

こ
の
運
行
実
験
は
、
十
一
月
十
六
日
（
金
）

か
ら
十
八
日
（
日
）
ま
で
の
三
日
間
、
午
前
十

時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
の
時
間
帯
で
運
行
し
た
。

運
行
間
隔
は
約
十
五
分
、
名
鉄
バ
ス
セ
ン
タ
ー

を
起
点
に
、
ル
ー
セ
ン
ト
タ
ワ
ー
～
ノ
リ
タ
ケ

の
森
～
産
業
技
術
記
念
館
～
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド
ス

ク
エ
ア
～
住
友
生
命
ビ
ル
な
ど
計
九
ヶ
所
の
バ

ス
停
を
回
る
一
周
約
六
・
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

ル
ー
ト
で
あ
る
（
左
上
図
参
照
）
。
料
金
は
無
料
。

運
行
に
当
た
っ
て
は
、
名
鉄
バ
ス
、
知
多
乗
合

バ
ス
の
協
力
の
も
と
一
日
四
台
の
小
型
バ
ス
車

両
を
投
入
し
た
。 

 実
験
の
結
果 

当
初
、
利
用
者
数
は
ま
っ
た
く
想
像
が
つ
か

な
か
っ
た
も
の
の
、
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
報
道
や

沿
線
企
業
の
協
力
も
あ
り
、
三
日
間
の
総
乗
車

人
員
は
二
、
三
二
四
人
に
上
っ
た
（
バ
ス
停
ご

と
の
利
用
者
数
は
左
グ
ラ
フ
参
照
）
。
利
用
状
況

は
、
名
鉄
バ
ス
セ
ン
タ
ー
、
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド
ス

ク
エ
ア
、
ノ
リ
タ
ケ
の
森
、
産
業
技
術
記
念
館

で
の
乗
降
者
が
と
り
わ
け
多
く
、
駅
前
と
後
者

二
施
設
を
利
用
す
る
人
に
と
っ
て
は
非
常
に
便

利
な
交
通
手
段
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
た
よ
う

だ
。
一
方
、
駅
か
ら
南
側
に
つ
い
て
は
、
ル
ー

ト
上
に
集
客
施
設
が
な
い
た
め
か
、
残
念
な
が

ら
利
用
は
芳
し
く
な
か
っ
た
。
概
観
す
る
と
、

名
駅
～
ノ
リ
タ
ケ
の
森
・
産
業
技
術
記
念
館
の

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
に
も
見
え
て
し
ま
う
結
果
で
は

あ
る
。
し
か
し
、
沿
線
企
業
か
ら
の
期
待
も
高

く
、
単
に
集
客
施
設
を
結
ぶ
だ
け
で
な
く
、
通

勤
な
ど
ビ
ジ
ネ
ス
で
の
利
用
も
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
点
は
今
後
の
分
析
な
ど
か
ら
ニ
ー
ズ
を
把

握
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

本
格
運
行
に
向
け
て
の
課
題 

今
回
の
実
験
実
施
で
は
、
様
々
な
課
題
も
見

つ
か
っ
た
。
ま
ず
利
用
者
か
ら
の
声
と
し
て
非

常
に
多
か
っ
た
の
が
、
駅
前
地
上
部
で
の
バ
ス

停
設
置
で
あ
る
。
今
回
、
駅
前
に
は
、
名
鉄
バ

ス
セ
ン
タ
ー
内
、
し
か
も
四
階
に
し
か
設
置
で

き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
無
料
バ
ス
と

い
う
性
格
上
、
駐
停
車
禁
止
区
域
に
一
帯
が
指

定
さ
れ
て
い
る
駅
前
で
は
、
路
線
バ
ス
の
よ
う

に
バ
ス
停
を
設
置
し
、
停
車
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
い
う
法
令
上
の
縛
り
故
の
結
果
か
ら
や

む
を
得
ず
そ
う
な
っ
た
の
だ
。
本
格
運
行
時
に

は
不
便
で
も
無
料
と
す
る
か
有
料
（
＝
路
線
バ

ス
と
し
て
事
業
認
可
を
受
け
る
）
と
し
て
利
便

性
を
上
げ
る
か
、
採
算
面
と
セ
ッ
ト
で
考
え
て

い
く
べ
き
最
大
の
課
題
と
言
え
る
。
ま
た
、
ル

ー
ト
設
定
も
重
要
で
あ
る
。
今
回
は
駅
北
側
に

利
用
が
偏
っ
た
が
、
将
来
的
に
は
開
発
が
期
待

さ
れ
る
さ
さ
し
ま
ラ
イ
ブ
24
地
区
も
そ
の
内

に
含
め
れ
ば
、
さ
ら
な
る
利
用
が
見
込
ま
れ
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ほ
か
に
、
運
行
時
間

帯
の
設
定
も
要
検
討
で
あ
る
。
今
後
、
本
格
運

行
に
な
る
の
か
ど
う
か
、
未
知
数
な
の
だ
が
、

ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
そ
れ
に
添
う
形
で
、

実
現
化
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。 

 ち
ょ
い
乗
り
バ
ス
で
魅
力
向
上 

名
駅
地
区
を
含
め
、
全
国
の
多
く
の
都
心
部

で
は
今
、「
点
」
の
開
発
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
そ
の
点
を
つ
な
ぐ
交
通
面
の

整
備
は
と
い
う
と
、
後
追
い
に
な
る
場
合
が
多

い
。
ま
た
、
名
古
屋
駅
前
の
よ
う
に
、
都
心
に

も
関
わ
ら
ず
、
移
動
に
手
間
取
る
意
外
な
エ
ア

ポ
ケ
ッ
ト
も
あ
っ
た
り
す
る
。
エ
リ
ア
と
し
て

み
た
と
き
、
利
用
す
る
側
に
と
っ
て
は
、
点
を

つ
な
ぐ
線
の
移
動
に
か
か
る
時
間
や
費
用
、
手

段
も
非
常
に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、
都
市

を
デ
ザ
イ
ン
す
る
う
え
で
は
、
そ
れ
ら
を
考
慮

し
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
そ
の
点
、
ち

ょ
い
乗
り
バ
ス
の
よ
う
に
手
軽
に
利
用
で
き
る

移
動
手
段
は
十
分
有
効
で
あ
ろ
う
。
今
後
、
本

格
導
入
が
で
き
れ
ば
、
名
古
屋
駅
前
は
よ
り
使

い
勝
手
の
よ
い
エ
リ
ア
と
し
て
、
人
が
集
ま
り
、

回
遊
し
、
一
層
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
エ
リ
ア
と
な

っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
で
き
る
。 

（
出
典
・
名
古
屋
都
市
再
開
発
研
究
会
「
全
国
都
市
再

生
モ
デ
ル
調
査
『
元
気
な
名
古
屋
駅
周
辺
の
快
適
ま

ち
づ
く
り
推
進
調
査
』
」
に
お
け
る
「
名
駅
ち
ょ
い

乗
り
バ
ス
運
行
実
験
調
査
」
よ
り
） 

 「元気な名古屋」の象徴であり、名古屋圏の玄関口である名古屋駅地区では、超高層ビル

開発による都市再生が続き、人の流れが大きく変貌している。しかし、その足元には多くの

課題もある。そのひとつは、駅に集まる人々の増加に対して、比較的近距離目的地への移動

手段がなく、不便だということである。その課題解決に向け、実験的に行った「名駅ちょい

乗りバス」の中間結果を踏まえ、交通面から新しい都市のデザインを考える。 
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